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令
和
５
年
度
か
ら
、
当
所
の

年
会
費
は
、
法
人
・
個
人
の
区

別
無
く
３
口
　
１
２
０
０
０
円

以
上
と
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り

ま
し
た
。

　
持
口
数
の
変
更
の
手
続
を
さ

れ
て
い
な
い
事
業
所
の
皆
様
は
、

当
所
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
変
更
手
続
き

の
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

頂
き
そ
の
用
紙
を
当
所
ま
で
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
て
頂
く
事
で
変
更
の
手

続
が
可
能
で
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

第
２
号
議
案
「
育
児
・
介
護
休

業
規
程
改
訂
の
件
」

　
育
児
・
介
護
休
業
規
程
改
訂

の
件
に
つ
い
て
、
異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
報
告
事
項
】

●
２
号
議
員
選
任
に
つ
い
て

●
委
員
委
嘱
推
薦
に
つ
い
て

●
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
パ

ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
開
校
後
の
状

況
に
つ
い
て

●
第
１
回
小
田
原
箱
根
気
候
変

動
ア
ワ
ー
ド
に
つ
い
て

て
頂
き
ま
し
た
。
回
答
し
て
頂

い
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
所
内

で
の
支
援
方
法
の
検
討
材
料
や

行
政
に
対
す
る
要
望
書
を
作
成

す
る
際
の
参
考
と
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
こ
の
対
策
会
議
の
中
で
は
、

コ
ロ
ナ
支
援
の
課
題
や
問
題
点

も
議
論
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
が
比
較

的
収
ま
っ
て
い
る
時
（
平
時
）

に
、
商
工
会
議
所
・
行
政
・
医

療
機
関
・
保
健
所
等
の
関
係
機

関
が
顔
を
合
わ
せ
、
非
常
時
に

備
え
る
体
制
に
つ
い
て
構
築
し

て
い
く
必
要
性
が
あ
る
事
な
ど

が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
旦
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
会
議

は
終
了
し
ま
す
が
、
対
策
会
議

で
取
り
ま
と
め
た
課
題
と
提
言

の
詳
細
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

を
し
ま
す
。

　
９
月
27
日
（
火
）
に
当
所
大

会
議
室
に
お
い
て
第
７
回
常
議

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
第
７
回
常
議
員
会
報
告

【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案
「
新
会
員
承
認
の

件
」

　
令
和
４
年
７
月
16
日
か
ら
令

和
４
年
９
月
15
日
ま
で
に
申
込

の
あ
っ
た
11
事
業
所
の
入
会
が

承
認
さ
れ
、
会
員
状
況
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

化
に
大
き
く
貢
献
す
る
多
様
な

事
業
活
動
を
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
」
と

い
う
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
日
本
商
工
会
議
所
で

は
、
特
設
サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
、
そ
の
歩
み
や
活
動
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

必
要
が
あ
る
と
い
う
事
が
共
有

さ
れ
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
ス

ピ
ー
ド
感
と
確
実
に
手
元
に
届

く
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
支
援
策
を
周
知
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
以

外
で
は
、
会
報
誌
や
Ｈ
Ｐ
・
メ

ル
マ
ガ
等
で
も
必
要
な
情
報
を

随
時
提
供
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
皆
様
に
、
ご
協
力
を
頂
き
、

複
数
回
に
わ
た
っ
て
、
緊
急
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
さ
せ

挑
戦
す
る
中
小
企
業
を
支
援
し
、

地
域
経
済
と
日
本
経
済
の
成
長
、

発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
活
動

方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
陛
下
か
ら
は
「
今
日
で
は
、

５
１
５
の
商
工
会
議
所
及
び
約

１
２
３
万
の
会
員
を
擁
す
る
組

織
に
成
長
し
、
全
国
の
経
営
指

導
員
に
よ
る
中
小
企
業
の
経
営

支
援
や
、
検
定
試
験
な
ど
を
通

じ
た
産
業
人
材
の
育
成
、
活
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
取
組
な
ど
、
中
小
企
業
の
振

興
や
、
地
域
経
済
社
会
の
活
性

　
当
所
で
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
合
計
14
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
対
策
会
議
の
中
で
、
事

業
者
に
対
し
て
、
必
要
な
情
報

を
確
実
に
そ
し
て
早
く
届
け
る

所
は
、
昭
和
21
年
設
立
）
現
在

で
は
、
全
国
に
５
１
５
の
商
工

会
議
所
が
あ
り
約
１
２
３
万
の

会
員
事
業
所
が
存
在
し
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
日
本
商
工
会

議
所
は
９
月
16
日
、
東
京
都
内

で
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
す

る
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
式

典
に
は
、
天
皇
陛
下
が
ご
臨
席

さ
れ
、
岸
田
首
相
ら
も
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
商
工
会
議
所
の
役
員

ら
約
１
１
０
０
人
を
前
に
、
三

村
明
夫
会
頭
は
「
自
己
変
革
に

た
た
め
、
無
投
票
当
選
が
確
定

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
当
所
が
定
款
に

定
め
る
議
員
90
名
が
決
定
し
ま

し
た
。

　
新
た
な
任
期
は
令
和
４
年
11

月
１
日
か
ら
令
和
７
年
10
月
31

日
ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
選
任
さ
れ
た
２
号
議
員
・
１

号
議
員
は
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

さ
れ
大
正
11
（
１
９
２
２
）
年

６
月
に
は
、
我
が
国
全
体
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
の
連
合
会

組
織
と
し
て
「
日
本
商
工
会
議

所
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。（
当

議
員
31
名
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
３
日
に
は
１
号

議
員
の
立
候
補
届
出
が
開
始
さ

れ
、
10
月
11
日
の
立
候
補
届
出

締
切
に
お
い
て
、
定
数
の
46
名

と
同
数
の
立
候
補
者
数
で
あ
っ

　
商
工
会
議
所
は
、
明
治
11

（
１
８
７
８
）
年
に
東
京
、
大

阪
、
神
戸
で
創
立
さ
れ
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
全
国

の
主
要
都
市
に
相
次
い
で
創
立

　
現
在
の
役
員
・
議
員
（
第
26

期
）
の
任
期
が
10
月
31
日
に
満

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
役
員
・

議
員
の
改
選
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
９
月
27
日
の
常
議
員
会
に
お

い
て
６
部
会
が
選
任
し
た
２
号


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











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



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

















記
念
式
典
に
て
お
言
葉
を
述
べ
ら

れ
る
天
皇
陛
下

活
動
方
針
を
表
明
す
る
日
本
商
工

会
議
所
三
村
会
頭

　
　

常
議
員
会
に
て
挨
拶
を
す
る

　
　

鈴
木
会
頭

会
員
の
皆
様
へ

持
口
数
変
更
の

手
続
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
議
員
改
選

２
号
議
員
・
１
号
議
員
が
決
定

日本商工会議所
創立100周年
記念式典が開催

第
７
回 

常
議
員
会
を
開
催
（
９
／
27
）

２
号
議
員
選
任
を
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
会
議
で
課
題
と
提
言
を

ま
と
め
ま
し
た

紙面広告募集中
　当所では現在空きとなっている広告枠を募集して
おります。「商工小田原箱根」は約3,300件に発行
していますので、自社ＰＲにご活用ください。

【掲載料月額】 11,000円（税込）
【掲 載 単 位】 原則半年契約
【申 込 期 日】 令和４年11月10日
 （申込多数の場合は抽選）
【お申込み・お問合せ】
 小田原箱根商工会議所　総務課
 TEL 0465‒23‒1811
 （お電話にてお申込ください）

紙面広告募集中

所属部会 事業所名 議員職務執行者 役職
 及び 氏名

商業 株式会社鈴廣蒲鉾本店 取締役相談役 鈴木　悌介

商業 岩瀬不動産有限会社 代表取締役 岩瀬　忠司

商業 小田原市商店街連合会 会　長 丸田　茂晴

商業 株式会社小田原魚市場 代表取締役社長 米山　典行

商業 株式会社中村屋 取締役会長 小西　正宏

商業 株式会社イトーヨーカ堂
小田原店 店　長 足立　和壇

商業 株式会社ダイドーフォワード 代表取締役副社長 船水　宣邦

商業 株式会社中戸川 代表取締役 中戸川　洋

商業 株式会社菜の花 取締役会長 髙橋　台一

商業 株式会社フジミ 取締役会長 清　　康夫

商業 有限会社オーイーシー 取締役 鈴木　大介

工業
ものづくり 相洋産業株式会社 代表取締役 内田　治光

工業
ものづくり 小田原ガス株式会社 代表取締役社長 原　　正樹

工業
ものづくり 株式会社峠製作所 代表取締役会長 峠　　千秋

工業
ものづくり 三菱ガス化学株式会社 山北工場 工場長 堺谷ひさし

工業
ものづくり

東京電力パワーグリッド株式会社
小田原支社 小田原支社長 岩村　佳紀

工業
ものづくり サンネット株式会社 代表取締役社長 市川　　聡

工業
ものづくり 株式会社丸江 代表取締役社長 江島　　賢

観光飲食 株式会社西武・プリンスホテルズ
ワールドワイド 箱根地区総支配人 関　　文昭

観光飲食 奥箱根観光株式会社 代表取締役社長 石村　隆生

観光飲食 有限会社だるま料理店 特別顧問 新田　栄一

建設・
不動産 譲原建設株式会社 代表取締役 譲原　　彰

建設・
不動産 株式会社東海ビルメンテナス 代表取締役 倉田　雅史

建設・
不動産 有限会社小田原不動産 代表取締役 藤井　香大

建設・
不動産 株式会社アーキテクトホンダ 代表取締役 芝　　京子

建設・
不動産 株式会社勝俣組 代表取締役 勝俣　德彦

建設・
不動産 株式会社三上工業 取締役会長 三上　誠司

金融庶業 株式会社横浜銀行 小田原支店 支店長 横山　佳右

金融庶業 税理士法人エナリ 社員税理士 江成　健一

交通運輸 相原興業株式会社 取締役会長 相原金太朗

交通運輸 伊豆箱根鉄道株式会社
大雄山線管理所 管区長 杉本　　功

公告第３号
　本商工会議所定款第35条第２項第２号による２号議
員は、次の通り31名が確定したので公告する。

令和４年９月27日　小田原箱根商工会議所　選挙管理委員長　山本博文

事業所名 議員職務執行者 役職
 及び 氏名

小田急箱根ホールディングス株式会社 専務取締役 長谷川　豊
株式会社小田原ジムキ 代表取締役 瀬戸　　亙
有限会社井島商店 代表取締役 井島　章博
平安レイサービス株式会社 冠婚統括次長 保科　真史
久津間製粉株式会社 代表取締役 久津間裕行
株式会社アールワンロジ 代表取締役 柴田　直明
有限会社小田原タウンサービス 代表取締役 鈴木　志卓
株式会社田むら銀かつ亭 代表取締役 田村　洋一
株式会社小田急リゾーツ 代表取締役社長 原　　眞示
有限会社川田製作所 代表取締役 川田　俊介
有限会社おむろ・アカデミー 代表取締役 杉崎　尚人
株式会社杉崎工務店 代表取締役 杉崎　勝成
株式会社太田機械 代表取締役 太田　　忠
株式会社アベストミヤケ 代表取締役会長 三宅　常公
株式会社まるだい運輸倉庫 代表取締役会長 奥山　恵子
ヤオマサ株式会社 代表取締役社長 田嶋　政嗣
有限会社ケーオーハウジング 取締役 小川　正文
有限会社タイコー 代表取締役 櫻井　泰行

文化堂印刷株式会社 取締役 経理部　
本部長 加藤　雅巳

日本新薬株式会社小田原総合製剤工場 工場長 山口　　徹
株式会社相州不動産 代表取締役 石塚　順一
小田原蒲鉾協同組合 理事長 杉山　雅明
小田原紙器工業株式会社 代表取締役社長 髙橋　康徳
株式会社稲妻屋 代表取締役社長 里見　昌宏
株式会社ダイトー建設不動産 代表取締役 中村　正実
西湘ビルメンテナンス協同組合 代表理事 杉崎　正章
株式会社阿部製作所 取締役会長 阿部　正弘
山岸株式会社 代表取締役社長 山岸　功治
ヤブタ塗料株式会社 代表取締役社長 薮田　直秀
株式会社ハイ・テック 代表取締役 青山　恵美
富士フイルムビジネスイノベーション株式会社
竹松事業所 竹松事業所長 鈴木　千秋

株式会社ジェイコム湘南・神奈川西湘局 局長 矢端　雅子
万葉倶楽部株式会社 専務取締役 髙橋　眞己
株式会社秋山設計 代表取締役 秋山隆一郎
ライオン株式会社小田原工場 工場長 赤松　　卓
有限会社レントオール小田原 代表取締役 白仁　隆文
Meiji Seika ファルマ株式会社小田原工場 工場長 川村　豊彦
有限会社浅野商店 専務取締役 浅野　達也
株式会社露木木工所 代表取締役 露木　清勝
日本通運株式会社神奈川西支店 支店長 和田理恵子
アヴィ株式会社 代表取締役 牧野　澄世
司建設株式会社 代表取締役 鈴木　達之
株式会社ＮＴＴ東日本 - 南関東 神奈川事業部 
神奈川西支店 西湘営業支店 西湘営業支店長 泉　　安理

Hamee株式会社 代表取締役会長 樋口　敦士
カナミヤ食品株式会社 代表取締役 金宮　弘文
株式会社マルク 代表取締役 髙井　哲也

（届出順）

公告第６号
　令和４年10月21日に行われる予定であった１号議員の選
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鈴
木
会
頭
・

八
三
財
団
代
表
理
事
齊
藤
修
一
氏

心
に
な
り
税
理
士
協
会
や
地
元

金
融
機
関
と
協
力
し
て
展
開
し

て
い
る
起
業
希
望
者
と
跡
継
ぎ

を
探
し
て
い
る
経
営
者
を
つ
な

ぐ
枠
組
み
で
あ
る
事
業
承
継
マ

ッ
チ
ン
グ
事
業「
襷
を
つ
な
ぐ
」

と
の
連
携
も
大
い
に
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
勘
違
い
し
て
い
た
だ
き
た
く

な
い
こ
と
は
、
そ
れ
は
外
部
の
、

あ
る
い
は
起
業
家
や
新
規
参
入

の
人
の
み
が
対
象
で
、
地
元
は

関
係
な
い
と
思
い
込
ん
で
し
ま

う
こ
と
で
す
。
地
元
の
企
業
の

経
営
者
と
そ
こ
で
働
く
社
員
さ

ん
も
、
地
元
同
士
の
出
会
い
や

連
携
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に
は

地
元
と
域
外
の
人
と
が
つ
な
が

楽
し
み
で
す
ね
、
様
々
な
効
果

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
　
実
は
当
所
で
も
、
移
転

の
際
、
街
な
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
拠

点
を
設
置
す
る
と
い
う
構
想
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
は

残
念
な
が
ら
実
現
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
少
し
形
は
変
わ
り

ま
し
た
が
、
今
回
『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ

Ｏ
』
が
で
き
た
こ
と
で
、
そ
の

想
い
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、

非
常
に
あ
り
が
た
く
、
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

〜
『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』
の
機
能
、

今
後
の
向
か
う
姿
に
つ
い
て
〜

齊
藤
　
施
設
の
名
称
で
あ
る

『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』
に
は
、
小
田

原
に
は
既
に
素
晴
ら
し
い
資
産

が
「
あ
る
よ
」
と
い
う
意
味
を

込
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
交
流

を
通
じ
て
、
利
用
さ
れ
る
方
々

に
そ
れ
に
気
づ
い
て
も
ら
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
施
設
の
運

営
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』
を
「
場
」

と
し
て
作
り
込
ん
で
い
く
上
で

重
要
視
し
て
い
る
点
に
「
こ
の

場
所
で
実
施
さ
れ
る
企
画
の
質

を
保
つ
こ
と
」
が
あ
り
ま
す
。

玉
石
混
合
で
は
な
く
、
し
っ
か

り
と
し
た
覚
悟
を
持
っ
た
方
を

見
極
め
る
た
め
に
会
員
制
を

と
っ
て
お
り
、
本
当
に
地
域
の

た
め
に
な
る
企
画
の
実
現
の
た

め
に
当
財
団
や『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』

新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
企
画
の
交

換
、
外
部
か
ら
の
起
業
を
呼
び

込
み
な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
場
づ
く
り
の
構
想

が
、
形
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
実
現
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
場
と
し
て

小
田
原
箱
根
の
魅
力
を
感
じ
域

外
か
ら
来
て
く
れ
る
人
が
増
え

る
こ
と
で
こ
の
地
域
の
経
済
に

新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
ん
で
く

れ
、
交
流
人
口
か
ら
関
係
人
口

さ
ら
に
は
定
住
人
口
が
増
え
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
け

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
当
所
で
毎
年
開
催
し
て
い
る

創
業
塾
と
の
連
携
、
当
所
が
中

の
活
動
を
財
団
と
い
う
形
で
実

現
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
た
め

で
す
。

　
二
つ
目
は
、
経
営
理
念
で
あ

る
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
魂
に
火

を
つ
け
る
」
を
世
の
中
に
広
め

て
い
く
た
め
の
枠
組
み
を
作
る

た
め
で
す
。
自
社
グ
ル
ー
プ
内

だ
け
で
な
く
、
こ
の
理
念
に
シ

ン
パ
シ
ー
を
感
じ
て
頂
け
る
世

の
方
々
に
想
い
を
し
っ
か
り
届

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
八
三
財
団
と
し
て
『
Ａ

Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』
の
立
ち
上
げ
と
は

別
に
、
そ
れ
以
前
か
ら
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
支
援
を
活
動
の
柱

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
の
で

す
ね
。

齊
藤
　
は
い
。『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』

の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
、
も

と
も
と
の
活
動
の
延
長
線
上
に

あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
ま

す
。
働
き
方
の
多
様
化
が
進
む

中
で
、
小
田
原
市
（
行
政
）
が

そ
う
し
た
取
組
を
支
援
す
る
と

い
う
動
き
が
あ
り
、ま
ず
「
場
」

を
創
出
す
る
た
め
に
『
Ａ
Ｒ
Ｕ

Ｙ
Ｏ
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
商
工
会
議
所
が
運
営
す

る
起
業
ス
ク
ー
ル
の
立
ち
上
げ

に
も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
会

議
所
の
企
業
ス
ク
ー
ル
は
歴
史

も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
り
、
数
々
の

起
業
家
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』
と
の
連
携
も

が
広
が
る
中
で
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
誘
発
し
、
新
し
い

ア
イ
デ
ア
や
連
携
を
触
発
す
る

場
所
と
し
て
多
く
の
方
々
に
活

発
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
、
当
所
の
会
館
移
転
の

際
に
検
討
し
た
会
議
所
会
館
の

ま
ち
中
の
サ
テ
ラ
イ
ト
構
想
、

つ
ま
り
、
ま
ち
中
に
位
置
し
、

新
し
い
働
き
方
が
実
践
で
き
る

場
と
し
て
、
会
員
同
士
の
交
流
、

法
人
。
モ
バ
イ
ル
ア
ク
セ
サ

リ
ー
の
企
画
販
売
や
Ｅ
Ｃ
事
業

等
を
祖
業
と
し
て
事
業
を
拡
大

し
、
現
在
は
東
証
プ
ラ
イ
ム
市

場
に
上
場
し
て
い
る
。

〜
運
営
母
体
と
な
る
八
三
財
団

と
い
う
組
織
に
つ
い
て
〜

鈴
木
　
ま
ず
は
八
三
財
団
自
体

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
財
団
設

立
の
経
緯
や
『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』

に
か
け
る
思
い
に
つ
い
て
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

齊
藤
　
設
立
に
は
、
大
き
く
二

つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
Ｈ
ａ
ｍ
ｅ
ｅ
株

式
会
社
の
社
内
機
能
の
分
化
を

進
め
る
中
で
、
戦
略
の
一
環
と

し
て
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
領
域

　「
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
　
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ａ
」
と
い
う
施
設
が
市
内

の
栄
町
に
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
先
ご
ろ
発
表
さ
れ
た

小
田
原
市
の
第
６
次
総
合
計

画
「
２
０
３
０
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

１
・
０
」
に
お
い
て
「
ワ
ー
ク

プ
レ
イ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
命

名
さ
れ
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
、
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
場
所
に
限

定
さ
れ
に
く
い
新
し
い
働
き
方

　
９
月
30
日
（
金
）
に
小
田
原

の
新
た
な
企
業
支
援
拠
点
で
あ

る
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
マ
ー
ケ
ッ

ト
『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ 

Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ａ
』（
以
下
、『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ

Ｏ
』）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と

を
受
け
、
運
営
す
る
一
般
財
団

法
人 

八
三
財
団
〈
Ｈ
ａ
ｍ
ｅ

ｅ
株
式
会
社
（
※
）
が
支
持
母

体
と
な
る
地
域
振
興
財
団
〉
の

齊
藤
修
一
代
表
理
事
と
当
所
の

鈴
木
悌
介
会
頭
は
、
10
月
６
日

（
木
）、
同
施
設
に
関
す
る
対
談

を
行
い
ま
し
た
。（
以
下
敬
称

略
）
※
Ｈ
ａ
ｍ
ｅ
ｅ
株
式
会
社

は
当
所
議
員
で
あ
る
樋
口
敦
士

氏
が
大
学
在
学
中
に
設
立
し
た

か
ご
や
」
の
初
戦
日
時
　
13
日

（
日
）
10
時
40
分
〜
　
会
場
　

小
田
原
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン
（
第

３
コ
ー
ト
）

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会

競
技
日
程
　
11
月
13
日
（
日
）

〜
15
日
（
火
）

会
場
　
酒
匂
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、

県
立
西
湘
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

小
田
原
の
チ
ー
ム
「
ク
ラ
ブ
小

田
原
」
の
初
戦
日
時
　
13
日

（
日
）
12
時
30
分
〜
　
会
場
　

酒
匂
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
Ｇ
球

場

：

少
年
野
球
場
）

　
小
田
原
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン
や

酒
匂
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
は
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店
し
た
り
、

未
病
改
善
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ

れ
た
り
す
る
な
ど
、
一
般
の
方

々
も
楽
し
め
る
場
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
是

非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
２

０
２
２
小
田
原
市
実
行
委
員
会

☎
０
４
６
５（
33
）１
８
４
２

相
談
部
支
援
課
　
田
中
　
裕
之

　
令
和
４
年
９
月
12
日
か
ら
正

職
員
と
し
て
採
用
い
た
だ
き
ま

し
た
、
田
中
裕
之
と
申
し
ま
す
。

　
前
職
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
、
チ
ラ
シ
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
制
作
し

て
い
ま
し
た
。
地
元
で
あ
る
小

田
原
箱
根
地
域
の
更
な
る
飛
躍

と
発
展
に
向
け
て
、
日
々
精
進

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
だ
未
熟
で
至
ら
ぬ
点
も

多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

精
一
杯
努
力
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

原
市
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
会
場
と
な
っ
て
お

り
、
約
１
４
０
０
人
の
方
が
本

市
を
訪
れ
る
予
定
で
す
。

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
交
流
大
会

競
技
日
程
　
11
月
13
日
（
日
）

〜
14
日
（
月
）

会
場
　
小
田
原
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ

ン
、
南
足
柄
市
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
13
日
の
み
）

小
田
原
の
チ
ー
ム
「
お
さ
る
の

　
60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
を
中
心

に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
種
目
の
交

流
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
、
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い

づ
く
り
に
取
り
組
む
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
。〝
シ
ニ
ア
の
国
体
〞

と
も
言
わ
れ
る
こ
の
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
は
、
各
都
道
府
県
が
持

ち
回
り
で
開
催
し
て
お
り
、
２

０
２
２
年
は
初
め
て
神
奈
川
県

が
開
催
地
と
な
り
ま
す
。
小
田

る
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
元
の
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
生

み
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
に
続
い
て
、
運

営
母
体
と
な
る
「
一
般
財
団
法

人
　
八
三
財
団
」
の
代
表
の
斎

藤
修
一
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

す
。

　
ぜ
ひ
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
施
設

（
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
活
動
の
ソ
フ
ト
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
）
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
大
い
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い

ま
す
。

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
注
い
で
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
会
議
所
会

員
の
皆
さ
ま
も
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
に

ご
登
録
い
た
だ
く
こ
と
で
、
あ

ら
た
な
刺
激
や
相
互
連
携
の
輪

が
拡
が
る
き
っ
か
け
に
な
る
と

嬉
し
い
で
す
。

鈴
木
　『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』
に
つ

い
て
、
実
際
に
こ
の
場
所
に
来

る
と
分
か
る
の
で
す
が
、
機
能

的
か
つ
お
し
ゃ
れ
、
小
田
原
ら

し
さ
も
あ
り
、
ハ
ー
ド
面
と
し

て
は
既
に
素
晴
ら
し
い
環
境
が

整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
と
は

ソ
フ
ト
面
の
充
実
の
た
め
に
、

コ
ン
セ
プ
ト
に
共
感
し
て
く
れ

る
利
用
者
の
方
々
と
共
に
ど
う

小
田
原
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
を

盛
り
上
げ
て
い
く
か
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

齊
藤
　「
０
を
１
に
す
る
」
こ

と
は
で
き
て
も
、
そ
の
後
「
１

を
10
や
１
０
０
に
す
る
」
こ
と

が
で
き
る
か
は
関
係
者
次
第
だ

と
考
え
て
お
り
、『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ

Ｏ
』
で
は
「
１
０
０
に
な
れ
る

の
に
10
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
」
方
々
の
魅
力
を
引
き
出

す
こ
と
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
代
は
、
会
社
の
課

題
を
自
社
だ
け
で
解
決
す
る
時

代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
手
企

業
で
も
自
社
の
課
題
解
決
の
た

め
に
地
域
や
規
模
に
囚
わ
れ
ず

他
社
や
個
人
で
活
動
す
る
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
力
を
借
り
る
こ

と
が
当
た
り
前
の
時
代
と
な
り

ま
し
た
。
都
心
か
ら
地
域
へ
の

ヒ
ト
の
流
れ
も
生
ま
れ
て
い
る

た
め
、
他
地
域
の
方
々
と
当
地

域
の
方
々
が
繋
が
る
場
と
し
て

の
役
割
も
『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』
で

は
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

鈴
木
　『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』
で
の

交
流
を
通
じ
て
、
事
業
者
の

方
々
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
に

繋
げ
ら
れ
れ
ば
、
と
て
も
素
晴

ら
し
い
事
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

他
地
域
の
方
の
視
点
に
触
れ
る

こ
と
は
、
経
営
者
に
と
っ
て
も

刺
激
的
な
交
流
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
会
議
所
か
ら
も
『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ

Ｏ
』
が
他
地
域
の
方
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
向
け
の
施
設
だ
け
で
は

な
く
「
企
業
や
従
業
員
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
場
」
と

し
て
、
既
に
事
業
を
営
ん
で
い

る
方
々
に
と
っ
て
も
有
用
な
場

で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
き
ま
す
。

齊
藤
　
他
地
域
か
ら
の
視
点
に

関
し
て
、
最
近
で
は
副
業
と
い

う
働
き
方
も
一
般
化
し
て
き
て

お
り
、
異
な
る
業
界
で
経
験
を

積
ん
だ
方
と
の
繋
が
り
を
得
や

す
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

そ
の
交
流
を
通
じ
て
、
当
地
域

の
方
々
が
自
分
た
ち
の
魅
力
に

気
づ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
最
後
に
、
当
所
と
し
て

も
想
い
の
あ
る
様
々
な
事
業
が

『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』
で
こ
れ
か
ら

実
現
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る

た
め
、
創
業
支
援
の
分
野
の
み

な
ら
ず
、
様
々
な
分
野
で
連
携

を
模
索
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
会
員
事
業
所

の
皆
さ
ま
に
も『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』

の
姿
を
正
確
に
伝
え
、
利
用
に

つ
い
て
前
向
き
に
考
え
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

齊
藤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
施
設
の
内
覧
を
営
業
時

間
中
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
商
工
会
議
所
の

会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
も
是

非
一
度
お
越
し
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

会
頭
コ
ラ
ム
（
第
87
回
）会

頭
　
鈴
木  

悌
介

ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
っ
て
何
？

新
入
職
員
紹
介

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

が
開
催
さ
れ
ま
す

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
２
０
２
２

11
月
12
日（
土
）
〜
15
日（
火
）

対
談

新
し
い
働
き
方
の
拠
点

「
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ  

Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
」が
オ
ー
プ
ン

　
　
　

鈴
木
会
頭
と
対
談
を
す
る

　
　
　

齊
藤
代
表
理
事

　

利
用
者
同
士
の
交
流
も
可
能
な

　

リ
ビ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

●ドラッカーマネジメント
●ポーター競争戦略、バランス・スコア・カードによる経営戦略
●経営者に必須の計数管理知識など

小田原地域の多くの経営者が受講した、
実績のあるマネジメントスクール

マネジメントスクール
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小田原市城山3丁目25番23号
TEL0465-24-3311 mail : info@enari-brain.com
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本
件
連
載
を
担
当
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
弁
護
士
・
弁
理
士

の
山
本
飛
翔
で
す
。

　
最
後
の
連
載
と
な
る
第
５
回

は
、
宣
伝
広
告
活
動
に
お
け
る

留
意
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。
事
業
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、

自
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
宣
伝
広
告
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
活
動

に
あ
た
っ
て
は
、
自
社
商
標
の

普
通
名
称
化
防
止
、
景
品
表
示

法
・
不
正
競
争
防
止
法
の
規
制

へ
の
対
応
等
が
問
題
と
な
り
ま

す
。

　
ま
ず
、
商
標
の
普
通
名
称
化

に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
大
幸
薬

品
の
「
正
露
丸
」
等
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
先
駆
的
な
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
が
登
場
し
、
世
の
中
に

普
及
す
る
と
、
ク
レ
オ
ソ
ー
ト

を
主
剤
と
す
る
整
腸
剤
を
指
す

言
葉
と
し
て
「
正
露
丸
」
が
使

用
さ
れ
る
等
、
あ
る
商
標
が
そ

の
商
品
を
あ
ら
わ
す
普
通
名
称

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
事
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
商
標
の
普
通
名

称
化
及
び
慣
用
化
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
商
標
が
登
録

商
標
で
あ
る
こ
と
を
事
業
者
及

び
一
般
需
要
者
に
認
識
さ
せ
、

当
該
商
標
の
識
別
力
を
保
つ
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
自
社
で
当
該
商
標
を
使

用
す
る
際
に
は
、
そ
れ
が
登
録

商
標
で
あ
る
こ
と
を
示
す「
Ｒ
」

を
付
し
た
り
、「
●
●
は
×
×

株
式
会
社
の
登
録
商
標
で
す
」

と
い
っ
た
注
意
書
き
を
付
す
な

ど
を
し
て
、
当
該
商
標
が
登
録

商
標
で
あ
る
事
を
明
示
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
商
標
権
を
ま
だ
取
得

し
て
い
な
い
場
合
や
、
国
際
展

開
し
て
い
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
／
サ

ー
ビ
ス
で
一
部
の
国
で
商
標
未

登
録
の
場
合
に
は
、
上
記
の
表

記
の
代
わ
り
に
、「
Ｔ
Ｍ
」（
ｔ

ｒ
ａ
ｄ
ｅ
　
ｍ
ａ
ｒ
ｋ
）や「
Ｓ

Ｍ
」（
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
　
ｍ

ａ
ｒ
ｋ
）
を
用
い
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
す
。
ま
た
、
他
社
に

よ
り
当
該
登
録
商
標
が
一
般
名

称
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
当
該
商
標
が
自
社
の
登

録
商
標
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

態
様
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
、
訂

正
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
で
す
。

　
宣
伝
広
告
活
動
に
お
い
て
は
、

自
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
優

れ
て
い
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
た
め
に
、
比
較
広
告

を
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
が
景
品
表
示
法
や
不
正
競

争
防
止
法
に
違
反
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
い

か
な
る
点
に
留
意
す
べ
き
か
、

と
い
う
点
に
つ
い
て
、
景
品
表

示
法
に
つ
い
て
、
消
費
者
庁
が

出
し
て
い
る
「
比
較
広
告
に
関

す
る
景
品
表
示
法
上
の
考
え

方
」（
以
下
「
比
較
広
告
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
と
い
い
ま
す
。）

が
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。
比

　
当
所
で
は
、
昨
年
８
月
に
、

小
田
原
市
自
治
会
総
連
合
及
び

小
田
原
市
と
地
域
で
の
平
常
時

に
お
け
る
災
害
の
備
え
や
災
害

発
生
時
に
お
け
る
連
携
を
推
進

す
る
た
め
、
包
括
的
な
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
去
る
10
月
７
日
、
小
田
原
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
け
や
き
第

較
広
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い

て
は
、
以
下
の
場
合
に
は
不
当

表
示
に
あ
た
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
実
証
さ
れ
て
い
な
い
又
は
実

証
さ
れ
得
な
い
事
項
を
挙
げ
て

比
較
す
る
も
の

②
一
般
消
費
者
の
商
品
選
択
に

と
っ
て
重
要
で
な
い
事
項
を
重

要
で
あ
る
か
の
よ
う
に
強
調
し

て
比
較
す
る
も
の
及
び
比
較
す

る
商
品
を
恣
意
的
に
選
び
出
す

な
ど
不
公
正
な
基
準
に
よ
っ
て

比
較
す
る
も
の

③
一
般
消
費
者
に
対
す
る
具
体

的
な
情
報
提
供
で
は
な
く
、
単

に
競
争
事
業
者
又
は
そ
の
商
品

を
中
傷
し
又
は
誹
謗
す
る
も
の

　
一
方
、
適
正
な
比
較
広
告
と

し
て
必
要
な
要
件
と
し
て
以
下

が
あ
が
ら
れ
ま
す
。

①
比
較
広
告
で
主
張
す
る
内
容

が
客
観
的
に
実
証
さ
れ
て
い
る

こ
と

②
実
証
さ
れ
て
い
る
数
値
や
事

実
を
正
確
か
つ
適
正
に
引
用
す

る
こ
と

③
比
較
の
方
法
が
公
正
で
あ
る

こ
と

　
比
較
広
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

２
会
議
室
に
て
こ
の
連
携
協
定

を
よ
り
推
進
す
る
た
め
、
地
域

防
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
会
で

は
、
講
師
に
、
中
小
企
業
診
断

士
で
千
葉
商
科
大
学
講
師
、
災

害
総
合
支
援
機
構
監
事
も
務
め

る
藤
田
千
晴
氏
を
招
き
「
神
奈

川
県
西
部
で
想
定
さ
れ
る
災
害

と
そ
の
対
応
方
法
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
進
行
役
を
当

所
防
災
委
員
会
の
倉
田
雅
史
委

員
長
が
務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に

は
、
小
田
原
市
自
治
会
総
連
合

副
会
長
の
関
野
次
男
氏
、
㈱
小

田
原
百
貨
店
　
取
締
役
管
理
本

部
長
の
石
田
一
夫
氏
、
小
田
原

市
防
災
部
防
災
対
策
課
長
の
矢

島
佳
典
氏
ら
に
お
願
い
し
、「
小

お
い
て
は
、
上
記
①
〜
③
の
各

要
件
に
つ
い
て
具
体
的
な
解
説

が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
比
較

広
告
を
出
す
こ
と
を
検
討
す
る

際
は
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

照
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し

ょ
う
。

【
お
問
合
せ
】

弁
護
士
・
弁
理
士
　
山
本
飛
翔

☎
０
８
０（
１
１
９
８
）２
０
４
４

M
ail

：t_y
am
am
oto@

law

y
am
am
oto.com

　
お
申
込
は
左
記
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
ま
で
内
容
を
記
載
し
て

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ア
ド
レ
ス

som
u
@
od
aw
ara-cci.or.jp

●
件
名
「
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配

信
希
望
」
と
記
載
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
文
面
「
事
業
所
名
」「
ご
担

当
者
様
名
」「
配
信
先
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
」
の
記
載
を
お
願
い

し
ま
す
。

田
原
市
・
小
田
原
市
自
治
会
総

連
合
・
小
田
原
箱
根
商
工
会
議

所
三
者
に
よ
る
防
災
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く
個
別

協
定
締
結
の
推
進
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し

た
。
講
演
会
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
実
例
の
提
示
が
あ
り
防

災
施
策
の
参
考
に
し
た
い
、
ま

た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
と
企

業
の
協
定
状
況
や
三
者
協
定
に

よ
る
個
別
協
定
の
締
結
推
進
の

必
要
性
が
理
解
で
き
た
と
の
声

が
多
く
聴
か
れ
る
な
ど
、
聴
講

さ
れ
た
方
々
に
大
変
好
評
で
し

た
。
当
所
で
は
、
今
後
も
各
地

区
で
個
別
協
定
が
締
結
さ
れ
、

い
ざ
と
い
う
災
害
時
の
防
災
に

役
立
て
る
よ
う
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
皆
様
の
金
融
に

関
す
る
様
々
な
ご
要
望
に
お
応

え
す
る
た
め
、「
公
的
融
資
相

談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
各
公
的
機
関
の
融
資
相
談
を

受
け
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
で
す

の
で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
開
催
日

小
田
原
会
場

11
月
25
日
（
金
）

10
時
00
分
〜
16
時
00
分

　
在
職
定
時
改
定
と
は
、
65
歳

以
上
70
歳
未
満
で
老
齢
厚
生
年

金
を
受
給
し
な
が
ら
働
き
、
厚

生
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る

方
の
老
齢
厚
生
年
金
額
を
、
毎

年
10
月
に
改
定
す
る
制
度
を
い

い
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
の
年
金
制
度

改
正
の
一
つ
と
し
て
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
、
65
歳
以
後

に
収
め
た
厚
生
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
70

歳
に
な
っ
た
時
ま
た
は

そ
の
前
に
退
職
し
た
時

に
年
金
額
が
反
映
さ
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
お

り
、
長
い
方
は
65
歳
以

後
70
歳
ま
で
の
５
年
間
、

支
払
っ
た
年
金
の
上
乗

せ
改
訂
が
行
わ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
制

度
導
入
に
よ
り
、
今
後

は
毎
年
１
回
年
金
額
が

改
訂
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
在
職
定
時
改
定
で
は
、

基
準
日
（
毎
年
９
月
１

日
）
に
65
歳
以
上
70
歳

未
満
で
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、
前
年
の
９
月
か
ら

そ
の
年
８
月
ま
で
の
期

間
（
厚
生
年
金
被
保
険

者
期
間
）
で
、
10
月
分

の
老
齢
厚
生
年
金
か
ら

箱
根
会
場

11
月
15
日
（
火
）

10
時
00
分
〜
16
時
00
分

■
会
場

小
田
原
会
場

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
２
階

大
会
議
室

（
小
田
原
市
本
町
４

－

２

－

39
）

箱
根
会
場

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
　
箱

根
支
部

（
箱
根
町
湯
本
２
１
１

－

１
）

■
対
象

小
田
原
市
・
箱
根
町
内
で
事
業

を
営
む
商
工
業
者
の
方
又
は
新

規
創
業
者
の
方

■
内
容

反
映
さ
れ
た
金
額
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
改
訂
さ

れ
た
10
月
分
の
年
金
は
12
月
に

支
払
わ
れ
ま
す
。）

　
な
お
、
制
度
が
始
ま
る
令
和

４
年
10
月
分
の
老
齢
厚
生
年
金

額
に
つ
い
て
は
、
65
歳
に
到
達

し
た
月
か
ら
令
和
４
年
８
月
ま

で
の
厚
生
年
金
被
保
険
者
期
間

分
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ

ま
す
。
こ
の
在
職
定
時
改
定

は
、
繰
上
げ
受
給
を
さ
れ
て
い

る
方
で
あ
っ
て
も
65
歳
未
満
の

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
年
金
額
の
改
定
に
よ
り
老

齢
厚
生
年
金
受
給
額
が
増
え
る

と
「
在
職
老
齢
年
金
制
度
※
」

に
よ
り
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給

停
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
自
身
の
金
額
を
確
認

し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

※
「
在
職
老
齢
年
金
制
度
」
と

は
、
給
与
（
総
報
酬
月
額
相
当

額
）
と
老
齢
厚
生
年
金
（
基
本

月
額
）
を
合
算
し
た
額
が
一
定

額
（
47
万
円
）
を
超
え
る
と
、

そ
れ
を
超
え
た
老
齢
厚
生
年
金

の
一
部
が
支
給
停
止
に
な
る
仕

組
み
の
こ
と
で
す
。

（
情
報
提
供
）

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

【
お
問
合
せ
】

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

☎
０
４
６
５（
63
）３
３
１
８

●
日
本
政
策
金
融
公
庫
融
資
制

度●
神
奈
川
県
融
資
制
度

●
神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会
保

証
制
度

●
小
田
原
市
融
資
制
度

●
マ
ル
経
融
資
制
度

【
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
本
所

（
小
田
原
会
場
）

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

箱
根
支
部
（
箱
根
会
場
）

☎
０
４
６
０（
85
）６
２
４
５

※
ご
相
談
の
お
申
し
込
み
は
希

望
さ
れ
る
会
場
ま
で
、
事
前
に

電
話
に
て
ご
予
約
を
お
入
れ
く

だ
さ
い
。

ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
場
」
と

し
て
、
既
に
事
業
を
営
ん
で
い

る
方
々
に
と
っ
て
も
有
用
な
場

で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
き
ま
す
。

齊
藤
　
他
地
域
か
ら
の
視
点
に

関
し
て
、
最
近
で
は
副
業
と
い

う
働
き
方
も
一
般
化
し
て
き
て

お
り
、
異
な
る
業
界
で
経
験
を

積
ん
だ
方
と
の
繋
が
り
を
得
や

す
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

そ
の
交
流
を
通
じ
て
、
当
地
域

の
方
々
が
自
分
た
ち
の
魅
力
に

気
づ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
最
後
に
、
当
所
と
し
て

も
想
い
の
あ
る
様
々
な
事
業
が

『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』
で
こ
れ
か
ら

実
現
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る

た
め
、
創
業
支
援
の
分
野
の
み

な
ら
ず
、
様
々
な
分
野
で
連
携

を
模
索
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
会
員
事
業
所

の
皆
さ
ま
に
も『
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
』

の
姿
を
正
確
に
伝
え
、
利
用
に

つ
い
て
前
向
き
に
考
え
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

齊
藤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
施
設
の
内
覧
を
営
業
時

間
中
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
商
工
会
議
所
の

会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
も
是

非
一
度
お
越
し
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

令和４年８月16日～
９月15日までの入会の方新しい会員さんです

　

講
演
の
後
に
実
施
し
た
パ
ネ
ル

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
ル
マ
ガ
会
員

募

集

中

最終回
「
宣
伝
広
告
活
動
に
お
け
る

留
意
点
」
に
つ
い
て

【
各
種
の
法
や
制
度
の
改
正
を
理
解
】

弁
護
士
・
弁
理
士
　
山
本 

飛
翔 

氏

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

受給権発生

老齢厚生年金

在職中であっても、毎年10月に前年９月～当年８月までの被保険者期間が年金額に反映
されます。

厚生年金被保険者期間
65歳

受給権発生
8月 9月

在職定時改定

▲
基準日9/1

8月 9月
▲

基準日9/1

在職定時改定 退職改定

退職

公
的
融
資
相
談
会

3

3

3

3

3

3

3

を
開
催

箱　

根　

11
／
15

小
田
原　

11
／
25

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

事業所名 代表者名 住　　所 ＴＥＬ 事業内容
アテイメント株式会社 杉山寿美 小田原市早川445 0465-20-9895 清掃業
株式会社あゆむ 八嶋千波 足柄下郡箱根町二ﾉ平1230‒79 090-9459-0305 小売業（ユニフォーム）
Ｓｕｚｕｋｉ企画 鈴木邦子 足柄下郡箱根町仙石原30 0460-84-9767 建築建物、保守等コンサル
株式会社創雅 柏木雅人 小田原市上曽我687 0465-46-6908 建設業（土木工事）
株式会社心和工務店 服部昌徳 小田原市寿町5丁目2‒13 0465-20-4202 建設業
株式会社でるたまランド 伊藤岳彦 小田原市成田781‒7 0465-37-6800 遊技場

「
在
職
定
時
改
定
」の
仕
組
み

新
　
設

さ
れ
た

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

地域防災をテーマにした講演会と
パネルディスカッションを開催
災害発生時の連携を促進 （10/7）

「働き方改革」で時間とコストを削減！

社会保険・雇用保険 手続の電子申請をサポート

℡　０４６５－２５－３３６４

社会保険労務士　大石事務所
小田原市鴨宮３８５番地  虹ビル２Ｆ

th50
Anniversary

お
か
げ
さ
ま
で
50
周
年

信
頼
と
実
績
で

共
に
創
造
す
る
！

〒250-0876 神奈川県小田原市中新田9-3
TEL:0465-47-9171㈹ FAX:0465-48-2411
E-mail／info@i-print.jp

石橋印刷
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11
月
３
日
、「
第
69
回
箱
根

大
名
行
列
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

（
主
催

：

箱
根
湯
本
観
光
協
会
）

「
箱
根
大
名
行
列
」
は
昭
和
10

年
、
箱
根
湯
本
で
温
泉
博
覧
会

ブ
ー
ス
を
設
置
、
工
業
も
の
づ

く
り
部
会
で
は
伝
統
工
芸
の
体

験
や
現
代
の
も
の
づ
く
り
に
も

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
も
の
づ
く

り
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　
将
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
各
業
界
と
触
れ
合
う

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
皆
様
お
誘
い
合
せ
の
上
、
是

非
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

支
援
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
建
設
・
不
動
産
部
会
と
工
業

も
の
づ
く
り
部
会
で
は
、
小
田

原
箱
根
大
博
覧
会
２
０
２
２
共

同
企
画
事
業
と
し
て
「
ま
ち
づ

く
り
・
も
の
づ
く
り
　
お
し
ご

と
フ
ェ
ア
」
を
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ

ウ
エ
ス
ト
正
面
店
頭
に
て
開
催

し
ま
す
。

　
開
催
日
時
は
、
令
和
４
年
11

月
12
日
（
土
）
10
時
〜
16
時
（
雨

天
決
行
・
荒
天
中
止
。
※
予
備

日
は
11
月
26
日
（
土
））。

　
建
設
・
不
動
産
部
会
で
は
各

組
合
・
協
会
の
皆
様
に
よ
る
建

設
重
機
の
試
乗
体
験
や
企
画

　
県
で
は
、
地
域
経
済
を
支
え

る
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
物
流
を
支
援
す
る
た
め
に
、

燃
料
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
県
内
の
中
小
貨
物
運
送

事
業
者
の
皆
様
に
支
援
金
を
交

付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

県
内
の
中
小
貨
物
運
送
事
業
者

の
う
ち
、
要
件
を
満
た
す
方
。

（
詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
）

【
交
付
額
】

●
一
般
／
特
定
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
用
の
自
動
車
　
１
台
に

つ
き
２
３
０
０
０
円

●
貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業
用

の
軽
自
動
車
　
１
台
に
つ
き
８

０
０
０
円

【
申
請
受
付
期
間
】

令
和
５
年
１
月
16
日（
月
）ま
で

【
お
問
合
せ
】

神
奈
川
県
貨
物
運
送
事
業
者
燃

料
高
騰
対
応
支
援
金
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

☎
０
４
４（
４
５
５
）６
５
７
１

【
補
助
金
額
】

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
９
月
ま

で
に
支
出
済
み
の
電
気
料
金

（
税
込
）
と
、
前
年
同
時
期
の

電
気
料
金
の
差
額
に
、
補
助
率

（
２
分
の
１
）
を
乗
じ
た
金
額

※
千
円
未
満
の
端
数
は
切
捨
て

※
上
限
20
万
円

【
受
付
期
間
】

 
10
月
３
日
（
月
）
〜
令
和
５

年
２
月
28
日
（
火
）

※
た
だ
し
、
予
算
に
達
し
た
時

点
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
提
出
書
類
、
申
請
方
法
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
小
田
原
市

Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
　
産
業
政
策
課

産
業
政
策
係

☎
０
４
６
５（
33
）１
７
５
８

　
小
規
模
企
業
者
に
つ
い
て
は
、

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
影

響
や
、
昨
今
の
原
油
高
・
物
価

高
騰
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
に

加
え
、
事
業
規
模
の
小
さ
さ
な

ど
か
ら
、
よ
り
一
層
厳
し
い
経

営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
事
か

ら
、
事
業
継
続
を
支
援
す
る
た

め
、
小
田
原
市
で
は
、
事
業
に

用
い
る
電
気
使
用
料
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
、
地

域
経
済
の
維
持
と
持
続
的
発
展

に
繋
げ
る
た
め
、「
小
田
原
市
電

気
料
高
騰
緊
急
支
援
事
業
補
助

金
」
を
創
設
さ
せ
ま
し
た
。 

　
主
な
要
件
は
、
次
の
通
り
で

す
。
詳
細
は
、
小
田
原
市
Ｈ
Ｐ

を
ご
確
認
下
さ
い
。

①
小
規
模
企
業
者
で
あ
る
こ
と

②
小
田
原
市
内
に
事
業
所
（
本

社
、支
社
、工
場
、研
究
（
部
門
）

所
、
店
舗
等
）
が
あ
る
こ
と

③
交
付
申
請
日
に
お
い
て
創
業

か
ら
12
か
月
を
経
過
し
て
い
る

こ
と

物
詩
で
す
。

　
行
列
の
規
模
は
コ
ロ
ナ
禍
前

に
比
べ
て
縮
小
し
、
コ
ー
ス
等

も
一
部
変
更
し
ま
す
が
、
３
年

ぶ
り
に
箱
根
湯
本
芸
者
衆
の
パ

レ
ー
ド
も
復
活
し
、
国
道
１
号

（
箱
根
湯
本
駅
前
通
り
）
を
賑

や
か
に
か
つ
厳
か
に
進
み
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
、
初
め
て
Ｗ

Ｅ
Ｂ
配
信
も
実
施
し
ま
す
。
温

泉
と
紅
葉
を
楽
し
め
る
こ
の
季

節
、
是
非
箱
根
観
光
を
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、
箱
根
湯
本
観
光

協
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

温
泉
場
入
口
　
14
時
00
分
発
〜

国
道
１
号
（
駅
前
通
り
）
〜
湯

本
富
士
屋
ホ
テ
ル
　
14
時
50
分

頃※
例
年
通
過
す
る
、
早
雲
通
り

（
旧
街
道
）
及
び
滝
通
り
は
通

り
ま
せ
ん
。

【
お
問
合
せ
】

箱
根
湯
本
観
光
協
会

☎
０
４
６
０（
85
）７
７
５
１

が
開
催
さ
れ
た
時
に
始
ま
り
、

太
平
洋
戦
争
中
は
一
時
中
断
し

ま
し
た
が
、
戦
後
は
、
11
月
３

日
に
毎
年
、
箱
根
湯
本
温
泉
郷

で
開
催
さ
れ
る
箱
根
の
秋
の
風

箱 

根 

＆

小 
田 

原
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• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
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• ✤
• ✤
• ✤
• ✤
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̶ 管内定期情報 ̶
調査項目 調 査 月 数　値 対前月比 対前年

同月比 資料提供

小
田
原
市

人　口 9月1日現在 187,451 人 △ 103 人 △ 981 人 小
田
原
市世帯数 9月1日現在 83,667 世帯 △ 22 世帯 399 世帯

箱
根
町

人　口 9月1日現在 10,999 人 △ 22 人 △ 227 人 箱
根
町世帯数 9月1日現在 6,349 世帯 △ 9 世帯 △ 45 世帯

求
人
求
職
状
況

求人倍率 8月分 0.68 0.02 0.20
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
田
原

有効求人数 8月分 2,081 人 △ 35 人 494 人

有効求職数 8月分 3,080 人 △ 112 人 △ 242 人

天 守 閣
入場者数 8月分 50,464 人 20,126 人 21,620 人 小田原市

観光協会

!!
SALON

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
小田原市内で事業を行う 

「法人」と「個人事業主」の方は、 
毎年１月１日時点の「償却資産」について、 

１月31日までに申告をする        
必要があります。                （地方税法第383条）

※償却資産とは：事業のために用いる機械・器具・備品（事務所の机、椅子、棚、PC）及び、

　　　　　　　 外構工事（舗装路面、庭園、門・塀・緑化施設等）などの資産。

業 種 別 の 申 告 す べ き 償 却 資 産 の 具 体 例

業 種 共 通

パソコン、コピー機､ルームエアコン､机・椅子（応接セット）、内装・

内部造作等､ＬＡＮ設備、看板（広告塔､袖看板、ネオンサイン）、外

構工事（舗装路面、庭園、門・塀・緑化施設等）、井戸及び関連設備

（発電設備等）、車両（自動車税、軽自動車税の課税対象となるべ

きものを除く）、社員寮や社宅の構築物・器具・備品 等

ホテル・旅館業・入浴施設

客室設備

（ベッド､家具､テレビ等）、

厨房設備､洗濯設備､

音響設備､放送設備､

家具調度品、

駐車場設備 等

建 設 業

土 木建 設 機 械、パワー

ショベル・フォークリフト

等の土木建設車両（自動

車税、軽自動車税の課税

対象となるべきものを除

く）、大型特殊自動車 等

不 動 産 貸 付 業

外構工事（舗装路面、庭

園、門・塀・緑化施設等）、

受変電設備、発電機設備、

蓄電池設備、

中央監視設備、

駐車場等の舗装 等

料 理・飲 食 店 業

テーブル、椅子、

厨房用具、

冷凍冷蔵庫、

カラオケ機器 等

医（ 歯 ）業

医療機器

（レントゲン装置、手術

機器、歯科診療ユニッ

ト、ファイバースコープ

等）等

理 容・美 容 業

理容・美容椅子、

洗面設備、

消毒殺菌機 等

小 売 業

陳列棚・陳列ケース

（冷凍機又は冷蔵機付

のものも含む）等

ガ ソ リ ン 給 油 所

洗車機、

ガソリン計量器、

独立キャノピー、防壁、

地下タンク、照明設備、

コンプレッサー、

充電器 等

駐 車 場 業

外構工事（舗装路面）、

機械式駐車設備、

受変電設備、

発電機設備、

蓄電池設備 等

ク リ ー ニ ン グ 業

洗濯機、脱水機、

乾燥機、プレス機、

ボイラー、

ビニール包装設備 等

製 造 業

動力配線設備、

製造設備、旋盤、

ボール盤、

梱包機 等

売 電 業

太陽光発電設備、

フェンススペース 等

娯 楽 業

ゲーム機、両替機、

カラオケ機器、

ボーリング場用設備、

パチンコ機

（同取付台、島工事）

音響設備 等

【問い合わせ先】小田原市役所  資産税課 賦課係（電話：0465-33-1362）
※申告についてご不明な点は、まずは関与のある税理士にお問い合わせください。
　また、東京地方税理士会小田原支部では、税務相談、税務書類の書き方指導等の無料相談所
　（要予約・電話相談も可）を開設しています。（電話：0465-24-0195)

▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼

箱
根
大
名
行
列

３
年
ぶ
り
に
箱
根
湯
本
芸
者
衆
の
パ
レ
ー
ド
も
復
活

が
開
催

第
69
回

神
奈
川
県

　
貨
物
運
送
支
援
金

申
請
受
付
中

（
１
／
16
ま
で
）

建
設
業
や
不
動
産
業
・
伝
統
工
芸
や
現
代
も
の
づ
く
り
を
広
く
Ｐ
Ｒ
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お
し
ご
と
フ
ェ
ア
」
11
月
12
日
㈯

10
時
〜
16
時

「マイナポイント」の受取には
　12月末までに
　　申請が必要です
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　最大２万円相当のマイナポイントを
受け取るためには、12月末までにマイ
ナンバーカードを申請する必要があり
ます。
● マイナンバーカードの新規取得等で
最大5000円分のポイント（マイナポ
イント第１弾で既にポイントを受け
取った方は対象外です。）

● 健康保険証としての利用申込みで
7500円分のポイント

● 公金受取口座の登録で7500円分のポ
イント

　詳細は、総務省HPをご確認ください。

「
小
田
原
市
電
気
料
高
騰
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補
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」

が
創
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し
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鈴
木
会
頭
は
、
在
所
日
は
設

け
て
お
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
ご

用
の
あ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連

絡
を
頂
け
れ
ば
直
接
又
は
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
を
利
用
し
面
会
す
る
事
が

可
能
で
す
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５
（
23
）
１
８
１
１

鈴
木
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頭
の

在
所
日
に
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い
て
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